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学歴 中京大学体育学部武道学科卒業 

中京大学大学院体育学研究科修士課程（社会体育学専攻）修了 
職歴 1987年～ 北海道拓殖短期大学（現：拓殖大学北海道短期大学）専任講師 

1997年～ 北海道拓殖短期大学（現：拓殖大学北海道短期大学）助教授 
1998年～ 市立名寄短期大学助教授 
2004年～ 市立名寄短期大学教授 
1982年～ 日本福祉大学、北海道教育大学他で非常勤講師 
 

学位 体育学修士（中京大学体育学研究科） 
免許・資格 レクリエーション・インストラクター 
研究分野 スポーツ社会学、地域スポーツ論 
現在の研究課題 ・在日朝鮮人/社会とメディア・イベント：イベントの記憶と国家・民族 

   平成18-19年度文部科学省科学研究費補助金（萌芽研究 研究代表者 鈴木文明）
・集客スポーツを利用した都市活性化と地域変動：中核都市と周辺部に着目して 
   平成18-19年度文部科学省科学研究費補助金（基盤研究（C）（一般）研究代表者
  大沼義彦（北海道大学）） 
 

主な担当科目 体育、スポーツ論 
  
研究・教育業績 ・平成12～14年度文部科学省科学研究費補助金萌芽研究「グローバル化と地域スポ 

 ーツ―国際的スポーツ大会が地域社会に及ぼす影響―」研究代表者 
 

・「2002FIFAワールドカップと在日朝鮮人：大阪生野区・コリアタウンにおけるワー 

 ルドカップ観戦会を通して」、平成14-15年度科学研究費補助金（基盤研究(B)(1)）

研 究成果報告書『W杯サッカー日韓共同開催をめぐる地域変動：環境・ＮＰＯ・ネッ

ト ワークに関連して』研究代表者：松村和則（筑波大学） 2004年 

 

・ 「定住外国人にとってのメガ・スポーツイベント：在日朝鮮人集住地域におけるFIFA

 ワールドカップアジア地区最終予選」、日本体育学会第56回大会発表論文集 2005年 

 
・ 「2002FIFA ワールドカップと在日朝鮮人集住地区―W 杯観戦会の経験はコリアタ

ウンに何を遺したのか」、松村和則編『メガ・スポーツイベントの社会学』南窓社 2006
年 

 
  
学会活動 日本体育学会会員（1980年～現在） 

日本体育学会編『体育・スポーツ社会学研究』編集幹事（1985年～1987年） 
北海道体育学会会員（1987年～現在） 
日本体育学会体育社会学専門分科会世話人（1989年～1991年） 
日本スポーツ社会学会会員（1998年～現在） 
 

  
社会活動 名寄市利雪親雪推進委員会委員（2006年～） 

名寄市スポーツ振興審議会副会長（2006年～） 
コリアNGOセンター専門委員 http://korea-ngo.org/（2004年～） 



コリアン・インターナショナル・スクール設置準備委員会評議員（2006年～） 
名寄市民劇場演出助手（2001年～） 

  
コメント 雑感①前任短大で学生たちのミュージカル、名寄市で市民劇の制作をお手伝いしていた

   こともあって、2006年度から児童学科の卒業公演を指導しています。脚本もど
   きを書いていて思うのですが、研究よりもこっちの方が才能あるかも…、と。 
 
雑感②1987年から空知民衆史講座に参加、同講座代表の殿平善彦氏らとともに朱鞠内
   雨竜ダム工事及び深名線鉄道工事における強制連行犠牲者の調査（のお手伝い）

   をしてきました。そして、1997年に幌加内町朱鞠内、2006年に猿払村浅茅野で
   「日韓共同ワークショップ」を開催し、日韓の研究者・学生、在日コリアン青年

   とともに強制連行犠牲者の遺骨を発掘しました（これもお手伝い）。歴史学者で

   はないので大した貢献はできませんでしたが、研究などよりも社会的に意味ある

   活動だったかな、と思ったりします。 
 
雑感③2000年から本学において｢『平和・人権・歴史』を考える若者達の国際シンポジ
   ューム｣を、賛同してくれる教員仲間とともに行っています。その第1回目に韓
   国からお招きしたチョン・ユソン氏（西江大学教授）は、驚いたことに、その後、

   盧武鉉大統領による第1次内閣の文部大臣候補にあげられていました。かなり有
   名な先生であるとは聞いていましたが、それほどまで偉い方だったとは。年齢が

   同じだったのをいいことに、絶対に文部大臣候補になるなんてことはありえない

   私-―「ブンメイ」は、氏を敬称もつけずに「ユソン」と呼び、朝まで一緒に酒を
   飲んで騒いでいました。学生たちも氏と肩を組んで韓国の民主化運動を象徴する

   歌「アチミスル（朝露）」を何度も大声を張り上げ歌っていました。北海道の小

   さな大学だけど、けっこう大胆なことをしてきたと時々思います。また、こうし

   たシンポジュームのことは韓国の新聞、東亜日報にも紹介されました。 
        http://www.donga.com/fbin/output?sfrm=1&n=200512290118 
    
雑感④講演依頼があるのは「子育て」、「町おこし」、「高齢者の健康づくり」などに関し

   てです。しかし、依頼して下さる方たちは私の娘が不良かもしれないと疑ったり

   しないのでしょうか。また、もしも私が本物の「町づくり」の名人であれば学校な

   どでいつまでも働かずに、どこかで市長とかをやっているはずです。さらに、「健

   康」に関して言えば、私の健康診断の結果を公表するまでもなく、見てくれだけ

   で私が不健康であることは誰にでも極めて容易に判断できてしまいます。早晩、

   このような秘密はバレてしまうことでしょう。そうなってしまうと、私への講演

   依頼は無くなります。ところで、「研究の成果を聞かせて欲しい」という依頼は

   ほとんどありません。ということは、はるか昔に、私の研究の正体はバレてしま

   っていたということなのでしょうか。 
 

 


